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【手続補正書】
【提出日】令和2年10月22日(2020.10.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　オリゴマー型であるＴａｕタンパク質に対するナノボディであって、軽鎖を欠いている
前記ナノボディ。
【請求項２】
（ｉ）アミノ酸Ｘ1がＳ又はＲであり、アミノ酸Ｘ2がＤ又はＹであり、且つ、アミノ酸Ｘ
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3がＴ又はＡであるアミノ酸配列ＧＲＴＦＳＸ1Ｘ2Ｘ3（配列番号１）をＣＤＲ１として含
み、
（ｉｉ）アミノ酸Ｘ1がＰ又はＲであり、且つ、アミノ酸Ｘ2がＳ又はＶであるアミノ酸配
列ＩＳＸ1ＳＧＧＸ2Ｔ（配列番号２）をＣＤＲ２として含み、且つ、
（ｉｉｉ）アミノ酸配列ＮＲＤＰＫＹＧＮＴＲＹ（配列番号５）又はＴＡＲＲＲＩＳＧＴ
ＰＱＷＨＹ（配列番号８）をＣＤＲ３として含む
ナノボディとオリゴマー型Ｔａｕタンパク質への結合について競合するものである、請求
項１に記載のナノボディ。
【請求項３】
　（ａ）ＣＤＲ１としてのアミノ酸配列（ｉ）ＧＲＴＦＳＳＤＴ（配列番号３）、ＣＤＲ
２としてのアミノ酸配列（ｉｉ）ＩＳＰＳＧＧＶＴ（配列番号４）、及びＣＤＲ３として
のアミノ酸配列（ｉｉｉ）ＮＲＤＰＫＹＧＮＴＲＹ（配列番号５）を含むナノボディ、又
は
　（ｂ）ＣＤＲ１としてのアミノ酸配列（ｉ）ＧＲＴＦＳＲＹＡ（配列番号６）、ＣＤＲ
２としてのアミノ酸配列（ｉｉ）ＩＳＲＳＧＧＳＴ（配列番号７）、及びＣＤＲ３として
のアミノ酸配列（ｉｉｉ）ＴＡＲＲＲＩＳＧＴＰＱＷＨＹ（配列番号８）を含むナノボデ
ィ
から選択されるナノボディとオリゴマー型Ｔａｕタンパク質への結合について競合するも
のである、請求項１又は２に記載のナノボディ。
【請求項４】
（ｉ）アミノ酸Ｘ1がＳ又はＲであり、アミノ酸Ｘ2がＤ又はＹであり、且つ、アミノ酸Ｘ

3がＴ又はＡであるアミノ酸配列ＧＲＴＦＳＸ1Ｘ2Ｘ3（配列番号１）をＣＤＲ１として含
み、
（ｉｉ）アミノ酸Ｘ1がＰ又はＲであり、且つ、アミノ酸Ｘ2がＳ又はＶであるアミノ酸配
列ＩＳＸ1ＳＧＧＸ2Ｔ（配列番号２）をＣＤＲ２として含み、且つ、
（ｉｉｉ）アミノ酸配列ＮＲＤＰＫＹＧＮＴＲＹ（配列番号５）又はＴＡＲＲＲＩＳＧＴ
ＰＱＷＨＹ（配列番号８）をＣＤＲ３として含む
ものである、請求項１～３の何れか一項に記載のナノボディ。
【請求項５】
　（ａ）ＣＤＲ１としてのアミノ酸配列（ｉ）ＧＲＴＦＳＳＤＴ（配列番号３）、ＣＤＲ
２としてのアミノ酸配列（ｉｉ）ＩＳＰＳＧＧＶＴ（配列番号４）、及びＣＤＲ３として
のアミノ酸配列（ｉｉｉ）ＮＲＤＰＫＹＧＮＴＲＹ（配列番号５）、又は
　（ｂ）ＣＤＲ１としてのアミノ酸配列（ｉ）ＧＲＴＦＳＲＹＡ（配列番号６）、ＣＤＲ
２としてのアミノ酸配列（ｉｉ）ＩＳＲＳＧＧＳＴ（配列番号７）、及びＣＤＲ３として
のアミノ酸配列（ｉｉｉ）ＴＡＲＲＲＩＳＧＴＰＱＷＨＹ（配列番号８）
を含むものであるか、又は
配列番号３、配列番号４、及び配列番号５の配列、又は配列番号６、配列番号７、及び配
列番号８の配列のうちの１つ、２つ、又は３つの配列においてそれぞれ１アミノ酸又は２
アミノ酸の保存的置換を含む、（ａ）又は（ｂ）において規定されるナノボディの機能保
存的変異体である、請求項１～４の何れか一項に記載のナノボディ。
【請求項６】
　配列番号９又は配列番号１０のアミノ酸配列からなる群より選択されるアミノ酸配列を
含むものである、請求項１～５の何れか一項に記載のナノボディ。
【請求項７】
　配列番号９のアミノ酸配列を含むものである、請求項６に記載のナノボディ。
【請求項８】
　検出可能マーカーに結合しているものである、請求項１～７の何れか一項に記載のナノ
ボディ。
【請求項９】
　前記検出可能マーカーが放射性元素である、請求項８に記載のナノボディ。
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【請求項１０】
　請求項１～９の何れか一項に記載のナノボディを含む、非侵襲的インビボ医用イメージ
ングの造影剤として使用するための医薬組成物。
【請求項１１】
　請求項１～９の何れか一項に記載のナノボディを含む、診断又は予後診断のための方法
に使用するための医薬組成物。
【請求項１２】
　タウオパチーの診断又は予後診断のための方法に使用するための請求項１１に記載の医
薬組成物。
【請求項１３】
　請求項１～７の何れか一項に記載のナノボディを含む、医薬組成物。
【請求項１４】
　試料中のオリゴマー型Ｔａｕタンパク質のインビトロ検出のための請求項１～７の何れ
か一項に記載のナノボディの使用。
【請求項１５】
　請求項１～７の何れか一項に記載のナノボディを薬学的に許容可能な担体と組み合わせ
て含む医薬組成物。
【請求項１６】
　請求項１～７の何れか一項に記載のナノボディをコードする核酸配列を備える核酸。
【請求項１７】
　請求項１６に記載の核酸を含むベクター。
【請求項１８】
　請求項１６に記載の核酸又は請求項１７に記載のベクターによって形質移入、形質導入
、又は形質転換された細胞。
【請求項１９】
　請求項１～７の何れか一項に記載のナノボディを発現する組換え宿主細胞を作製するた
めの方法であって、
　（ｉ）請求項１６に記載の核酸又は請求項１７に記載のベクターをコンピテント宿主細
胞にインビトロ又はエクスビボで導入する工程、
　（ｉｉ）得られた前記組換え宿主細胞をインビトロ又はエクスビボで培養する工程、及
び
　（ｉｉｉ）所望により前記ナノボディを発現及び／又は分泌する前記細胞を選別する工
程
を含む前記方法。
【請求項２０】
　請求項１～７の何れか一項に記載のナノボディを発現する組換え宿主細胞を作製するた
めの方法であって、
　（ｉ）前記ナノボディを発現させるために適切な条件下で請求項１８に記載の形質導入
細胞又は形質移入細胞又は形質転換細胞を培養する工程、及び
　（ｉｉ）発現した前記ナノボディを回収する工程
を含む前記方法。
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